
最上川上流大規模氾濫時の減災対策協議会
幹事会の開催報告について
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令和２年７月２０日



【第10回幹事会】 日時：令和2年2月25日(火) 13:30～15:30
場所：山形河川国道事務所 2階 大会議室

○議 事

(1)緊急行動計画の取組み及び利水者の参加について
(2)減災対策協議会規約の改定(案)
(3)R1年度迄の各構成機関の減災に向けた取組み【気象台・市町】
(4)主な取組状況と今後の予定【山形県】
(5)主な取組状況と今後の予定【山形河国道】
(6)R1年度までの取組方針進捗状況
(7)今後の協議会予定

幹事会の議事概要

○議論の内容
Ｑ：減災対策協議会規約の改定(案)について
事務局：緊急行動計画の改定に伴い連携強化のため、新たに大規模減災対策協議会に、利水者を参加させたい、

次回協議会に諮りたいが問題ないか。
出席者：異議なし。

Ｑ：各構成機関の減災に向けた取組みについて報告。
山形河国：国土交通省では洪水情報を「プッシュ型配信」で希望自治体住民に配信しているが、気象台では

「危険度分布」の通知サービス、県では総務省指導のＪアラートなど多岐な情報を一般住民に提供、これ
らの情報に対して地域防災を担っている市町ではどのように対応しているか。

高畠町：気象予報や河川水位情報などは統一した情報のレベル化がなされているので、避難勧告などは地域行
政の責任において情報を発出している。

気象台：統一した情報のレベル化がなされている事が、一般住民にまだ浸透していないと思われる事から、ど
のレベル相当で避難勧告がなされるなど改めて周知していただきたい。

開催状況写真
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